
令和２年度 山口県中学校長会秋季研修大会開催要項 

 

１  期    日    令和２年１０月１６日（金） 

２  会    場    山口県防府市 防府市地域交流センター（アスピラート） 

               防府市地域協働支援センター（ルルサス防府） 

               防府市立防府図書館 

３  主    催    山口県中学校長会 

４  共    催    山口県教育委員会・防府市教育委員会 

５ 主  管  防府市中学校長会 

６ 後  援  防府市、（公財）山口県ひとづくり財団 

        （公財）日本教育公務員弘済会山口支部、（公社）日本教育会 

７  研究主題 
「新たな時代を切り拓き、よりよい社会を創り出していく日本人を育てる中学校教育」 

今を生きる子供たちやこれから誕生する子供たちが、成人して活躍する頃には、我が国は新たな局面
を迎えていると予想される。生産年齢人口の減少、グローバル化の進展や人工知能（ＡＩ）の飛躍的な
進化など絶え間ない技術革新等により、社会構造や雇用環境は大きく変化しており、予測が困難な時代
となっている。また、急激な少子高齢化が進む中で成熟社会を迎えた我が国にあっては、一人ひとりが
持続可能な社会の担い手として、その多様性を原動力とし、質的な豊かさを伴った個人と社会の成長に
つながる新たな価値を生み出していくことが必要である。このような時代を担う子どもたちには、様々
な変化に積極的に向き合うとともに我が国の伝統や文化に立脚し、高い志や意欲を持つ自立した日本人
として、他者と協働しながら価値の創造に挑み、よりよい社会を創り出していく力を身に付けることが
求められている。 
平成２９年３月に告示された新学習指導要領の全面実施を来年度にひかえ、今回の学習指導要領の改

訂の基本的な考え方を今一度確認したい。その一つ目は、子供たちが未来社会を切り拓くために求めら
れる資質・能力とは何かを社会と共有し、連携する「社会に開かれた教育課程」を重視することである。
二つ目は、知識及び技能の習得と、思考力、判断力、表現力等のバランスを重視しながら、知識の理解
の質をさらに高め、確かな学力を育成することである。三つ目は、道徳教育の充実や体験活動の重視、
体育・健康に関する指導の充実により、豊かな心や健やかな体を育成することである。また、今回の改
訂では、「主体的・対話的で深い学び」の重要性を掲げ、知・徳・体にわたる「生きる力」を子供たち
に育むため、「何のために学ぶのか」という学習の意義を共有しながら、各教科等を①知識及び技能、
②思考力、判断力、表現力等、③学びに向かう力、人間性等の３つの柱で再整理し、「何ができるよう
になるか」を明確化するとともに、これまでの教育実践の蓄積に基づく授業改善により、子供たちの知
識の質の向上を図り、これからの新たな時代に求められる資質・能力を育むことの必要性について述べ
られている。さらに、学校全体として、教育内容や時間の適切な配分、必要な人的・物的な体制の確保、
実施状況に基づく改善などを通して、教育課程に基づく教育活動を充実させ、学習効果の最大化を図る
カリキュラム・マネジメントの確立の必要性についても掲げられている。 
一方、中学校教育の現状を見ると、いじめ防止対策推進法は制定されたものの、いじめは、なお深刻

な課題となっている。また、規範意識や社会性、学習意欲の低下、暴力行為等の問題行動の増加など、
様々な課題が指摘されている。これらの課題解決を図るとともに、不登校の解消や自殺（自傷行為）防
止等に取り組み、子供たちの命や安全を守るためにも、学校は、閉鎖的と言われてきた従来の体質から
抜け出し、「地域とともにある学校」に転換していくことが求められている。 
そして、これからの学校教育を担う教員には、一斉指導型の授業から脱却するだけではなく、質の高

い新しい授業をマネジメントすることが求められている。そのため、中学校教育においては、教員の負
担軽減を図るとともに、どこまでが教員の果たすべき役割であるのかを明確にし、その担うべき役割の
ための教員の専門性の向上を図っていく必要がある。併せて、子供たち一人ひとりが、予測できない変
化に主体的に向き合って関わり合い、これからの新たな時代を切り拓いていくために自らの可能性を発
揮し、よりよい社会を創り出していく力を身に付けさせることが必要である。 
山口県教育委員会においては、平成３０年に令和４年度までの「山口県教育振興基本計画」が策定さ

れ、教育目標を「未来を拓くたくましい『やまぐちっ子』の育成」として掲げた。その達成のため①知
・徳・体の調和のとれた教育の推進、②学校・家庭・地域が連携・協働した教育の推進、③生涯を通じ
た学びの充実、④豊かな学びを支える教育環境の充実の４つを柱とし、取組を進めているところである。 

私たち校長は学校経営の責任者としての使命感や確固たる教育理念とビジョンをもち、課題解決に向けた

リーダーシップを強く発揮しなければならない。研究推進に当たっては、新たな教育課題に対しても果敢

に挑戦し、それぞれの校長の豊かな経験と経営理念に基づいた実践的な提案や情報交換をもとに、引き続

き「校長の視点・はたらきかけ」に焦点化して研修を深め、自らの学校の教育実践や人材育成に生かして

いくことが必要である。地域住民から支持され信頼される学校の創造を目指し、山口県らしい教育の具現

化を図り、広く県民の負託に応えることとする。 



８  分科会・研究協議題及び担当地区と会場 

分   科   会 研   究   協   議   題 担当地区 会 場 

 

第１分科会 
 

 

教 育 課 程       
 

 「社会に開かれた教育課程」の編成・実施 
  ～業務改善の視点も踏まえたカリキュラム・マネジメントの推進～ 

 

下 松 
 

アスピラート 
リハーサル室 

 

第２分科会 
 

 

学 習 指 導       
 

 「主体的・対話的で深い学び」の実現 
  ～校長のカリキュラム・マネジメントの進め方～ 

 

美 祢 
 

アスピラート 
控室１・２ 

 

第３分科会 
 

 

道 徳 教 育       
 

 よりよく生きようとする意思や能力を育む道徳教育の充実 
  ～道徳科の授業力の向上と小中連携について～  

 

長 門 
 

アスピラート 
ホワイエ 

 

第４分科会 
 

 

健 康 教 育       
 

 健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを実現するための 
教育の充実 

 

下 関 
 

ルルサス防府 
多目的ホール 

 

第５分科会 
 

 

キャリア教育
       
 

 社会的・職業的自立に向けたキャリア教育と進路指導の充実

  ～生徒のキャリア発達を支えるカリキュラム・マネジメントの創造

～ 

 

山 口 
 

ルルサス防府 
多目的ホール 

 

第６分科会 
 

 

生 徒 指 導       
 

 自他を敬愛し他者と協働しながら自己実現を図るための 
自己指導能力を育成する生徒指導の充実 

 

岩 国 
 

ルルサス防府 
研修室１  

 

第７分科会 
 

 

現 職 教 育       
 

 多様化した学校教育課題に対応できる教員の育成 
  ～学校・地域の特性を生かした人材育成～ 

 

萩・阿武 
 

ルルサス防府 
研修室２ 

 

第８分科会 
 
 

 

学 校 経 営       
 
 

 
 地域との連携・協働による「チーム学校」の実現 
 
 

 

熊 毛 
 

 

 
防府図書館 
研修室 

 

９ 秋季研修大会日程 

時 刻 内    容 会  場 

9:00～9:20 受     付 アスピラート３階 

 
 
 
 
 
 
9:20～10:00 
 
 
 
 
 
 

開会式 
１ 開式の言葉 
２ 国歌斉唱 
３ 信条唱和 
４ あいさつ 
   山口県中学校長会長          厚東 和彦  
   山口県教育委員会教育長         浅原  司 様 
５ 祝辞 
   防府市長             池田  豊 様 
６ 来賓紹介 
７ 閉式の言葉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
アスピラート 

音楽ホール 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

10:00～10:20 休   憩 

 
 
10:20～11:50 
 

 

講演 
演題「仕事を好きになる～環境適応性を高めるキャリア教育～」 
  （株）丸久 人事能力開発部指導役  

                    黒川 康生 様 

 
 
11:50～12:10 
 

 

全体会 
１ 調査研究委員会報告 
２ あいさつ 
      防府市中学校長会長        岡本 昭彦 

諸連絡 

12:10～13:10 昼 食・休 憩・分科会打合せ 
 

  

 
13:10～14:30 

 

 
分科会研究協議（第１分科会～第８分科会） 

 

アスピラート 
ルルサス防府 

防府図書館  

14:30～14:45 休   憩 
 

  

14:45～16:00 分科会研究協議（第１分科会～第８分科会） 同  上 



 


